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毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）
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デンマークの作家Ｈ・Ｃ・アンデルセン。
日本では、明治１９年に「オウサマノアタ
ラシキイショウ」が紹介されてから、子
どものための本として翻訳されたり、童
話集が出版されるなど、現在に至るまで
幅広い世代に読み継がれてきました。
いわさきちひろも、人の世の喜びや悲
しみまでをも描き出すアンデルセンの童
話の美しさに心惹かれ、イメージをふく
らませながら繰り返し描き続けました。
本展では「おやゆび姫」「人魚姫」など
のほか、日本ではあまり知られていない
童話の作品も数多く出品し、ちひろが描
いたアンデルセン童話の表現の変遷とそ
の背景をさぐります。ここでは日本でも
親しまれている「赤いくつ」を取り上
げ、時代ごとの表現の違いをたどります。
「赤いくつ」―墓場で踊る少女

１９４８年、子ど
ものための本の
絵「童画」を描
く画家たちが設
立した日本童画
会にちひろは入
会しました。童
画会では定期的
に展覧会を開催

し、会員同士による批評の場を設けるな
ど、童画というジャンルの向上のため、
互いに切磋琢磨していました。１９５１年の
展覧会では、会員に「アンデルセン」と
いうテーマが与えられ、ちひろは「赤い
くつ」を選び、墓場で体を折り曲げなが
ら踊る少女を油彩（図 １）で描いていま
す。暗い背景のなかに白いドレスが浮か
び上がるこの作品には、バレエ映画「赤
い靴」（１９４８年）の影響も感じられます。
１９５０年代から６０年代にかけて、日本で
は、海外の童話を翻訳した童話集が数多
く出版されました。ちひろもこの時代、ア
ンデルセン童話の描き手として活躍し、

少なくとも ８冊
の童話集を手が
けています。『少
年少女世界文学
全集３５　北欧編
１ 』（１９５８年）に
も「赤いくつ」
が収録され、ち
ひろは油彩に近
い構図で、墓場
で踊る少女（図

２）を描いています。
１９５０年代の作品では、赤い靴に魅了さ
れて教会や恩人への礼を欠き、足を切り

落とすまで踊り続けることになる少女の
運命に焦点をあてて表現しています。
「赤いくつ」―教会の前で踊る少女

１９６０年代半ば
に描いた作品に
は、背景に実在
の教会が登場し
ています。
『少年少女世

界 の 文 学２３』
（１９６６年）で、
ちひろは ６編の
童話の挿し絵を
手がけました。
「赤いくつ」の

口絵（図 ３）では、少女は墓場ではなく
アミアンのノートルダム大聖堂と思われ
る教会を背景に踊っています。幾何学模
様のステンドグラスや、小塔の美しい装
飾が鉛筆で描かれています。
童話集が出版される約 ３ヶ月前、ちひ

ろはアンデルセンの生地デンマークのオ
ーデンセを訪れることを目的に、約 １ヶ
月にわたるヨーロッパ旅行に出発しまし
た。イギリス、ドイツ、フランス、イタ
リアなどを巡り、異国の文化や風土に触
れたこの旅は、ちひろのアンデルセン童
話の表現に大きな変化をもたらしました。

図 ４　教会の前で踊るカーレン『あかいくつ』（偕成社）
　　　より　１９６８年

旅行後の１９６８年に描かれた絵本『あか
いくつ』の初版の表紙（図 ４）では、ち
ひろのヨーロッパ旅行のアルバムに残さ
れていたケルン大聖堂（ドイツ）の写真
を参考にして描いた教会の前で、少女は

何かに導かれるように踊っています。水
彩の濃淡を用いて、ゴシック様式の壮麗
な建築を印象的に描き出しています。
アンデルセンの生地オーデンセを訪れ

たときを回想し、ちひろは「なにからな
にまで見なければ描けないなんてことは
ないけれど、じかにこの目で見、ふれる
ことのできる感動がどんなにわたくしを
力強く仕事に立ち向かっていけるように
するかということをかみしめていまし
た」と記しています。実在の建物や風景
を描くことにより、リアリティと臨場感
が感じられる表現へと変化しています。
「赤いくつ」―靴とともに踊る少女

図 ５　赤いくつ　１９７２年

１９６０年代後半から、ちひろは企業のカ
レンダーに絵を描いています。
１９７２年、ちひろは「赤いくつ」をテー

マに １枚の絵（図 ５）を描きました。季
節やテーマをもとに自由に描くことがで
きたこの仕事で、ちひろは童話をもとに
しながら発想を広げて、軽やかにステッ
プを踏む赤や紫の靴とともに楽し気に踊
る少女の姿を描いています。この作品で
は、悲劇的な運命ではなく、赤い靴に心
躍らせる少女の純粋な気持ちに焦点をあ
てています。
「百年の年代の差をこえて、わたしの

心に、かわらない美しさをなげかけてく
れるアンデルセン」と語っていたちひ
ろ。時を越えて、人の世の真実を映し出
すアンデルセンの童話の普遍性に深く共
感しながら、描くたびに新たな表現の世
界を紡ぎ出しています。�（宍倉恵美子）

２

●展示室１ ・ ２

●２０１９年７月２０日（土）～９月３０日（月）

ちひろ・アンデルセンの世界

図 ３　兵隊と踊るカーレン『少
年少女世界の文学２３』（河出書
房）より　１９６６年

図 １　赤いくつ　１９５１年

図 ２　墓場で踊るカーレン『少
年少女世界文学全集３５　北欧編
１』（講談社）より　１９５８年

五つぶのえんどう豆　１９７２年花のなかのおやゆび姫
『おはなしアンデルセン』（童心社）より　１９６５年

主催：ちひろ美術館、信濃毎日新聞社

特別協賛：

協賛：小野谷機工株式会社
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第一次世界大戦を経て、後に大正デモ
クラシーと呼ばれた文化潮流が起こった
１９１０年代。西欧から当時の先進的な技術
や知識とともに、新しい芸術思潮や近代
的な教育思想が一気にもたらされ、子ど
もについても、個性を尊重する考え方が
広まりました。
１９１４年に羽仁もと子・吉一夫妻によっ
て創刊された生活教育絵雑誌「子供之
友」につづいて、１９１８年に鈴木三重吉が
童話と童謡の児童雑誌「赤い鳥」（図
１）を創刊すると、それに刺激を受けて
「おとぎの世界」、「金の船（＝金の
星）」、「童話」といった雑誌が次々と創
刊されます。さらに、１９２２年に鷹見久太
郎により絵雑誌「コドモノクニ」が刊行
されると子どものためのイラストレーシ
ョンはそれまでにない華やかな時代を迎
えます。絵を重視した編集の「コドモノ
クニ」は、大判のフルカラー、定価５０銭と
当時としては豪華なつくりで、その革新
性は後続の絵雑誌に影響を与えました。
日本童画家協会結成
絵雑誌の黄金時代を支えた童画家たち
は、童話作家協会による『日本童話選
集』※１の仕事をきっかけに初めて一堂に
会しました。横のつながりを得た彼ら
は、１９２７年、岡本帰一、川上四郎、清水
良雄、武井武雄、初山滋、深沢省三、村
山知義の ７名で日本童画家協会を結成
し、「童心へのよき栄養となる」絵画で
ある童画の質を高めるべく、展覧会の開

催や作品集の刊行を行ないました。
童画の国のパイオニアたち
清水良雄（１８９１―１９５４）は、鈴木三重

吉の信頼も篤く、「赤い鳥」の中心とな
って表紙や挿絵を描きました。卓越した
デッサン力とデザインセンスで子どもを
描き、「赤い鳥」のモダンなイメージを
つくり上げます（図 １）。深沢省三（１８９９�
―１９９２）は、東京美術学校の先輩である
清水の推薦で、「赤い鳥」に描き始めま
す。西欧のしゃれた雰囲気と軽やかさを
あわせ持つ深沢が加わり、「赤い鳥」の
誌面はより一層、彩りを増しました（図
２）。
岡本帰一（１８８８―１９３０）は、西欧の空

気を感じるモダンな絵や、ノスタルジッ
クで情趣ある童謡の挿し絵など、幅広く
子どもの姿を描きました。「金の星（＝
「金の船」）」、「コドモノクニ」で活躍し
ますが、惜しくも４２歳で亡くなっていま
す。武井武雄（１８９４―１９８３）は、帰一亡
き後の同誌を支え、デフォルメされた独
特の絵柄と、空想に富んだ世界観で子ど
もたちを魅了しました（図 ３）。
また、「童画」という言葉も、１９２５年

の個展「武井武雄童画展」で、武井が初
めて用いたものです。武井は、童話、童
謡の付属物と考えられていた絵を「絵画
として独立性があるべきもの※２」とし
て、大人が子どものために描く絵画、す
なわち「童画」と名づけました。多岐に
渡る創作活動を行い、童画界、そして日

本童画家協会においても、中心的な役割
を果たしています。
川上四郎（１８８９―１９８３）は「コドモ」、

「良友」、「童話」をはじめとする絵雑誌に
描き、戦後も童画界の長老として長く活
躍しています。牧歌的な農村風景を得意
とし、素朴な画風で親しまれました（図４）。
前衛美術、舞台、小説など様々なジャ

ンルで活躍した村山知義（１９０１―１９７７）
は、母が勤務していた縁で婦人之友社の
「子供之友」に童画を描きます（図 ５）。
洗練された線描と理知的な構成による斬
新な童画は、同誌や「コドモノクニ」で
存在感を放ちました。
初山滋（１８９７―１９７３）は、絵雑誌「お

とぎの世界」の仕事を機に童画を描き始
め、戦後も子どもの本の世界で活躍しま
す。浮世絵やアール・ヌーヴォーの影響
が見られる繊細な線描と透明感のある鮮
やかな色彩から生み出される童画は今な
お人々の心をつかみます（図 ６）。
本展では、日本童画家協会主催の展覧

会出品作（図 ７）や同会の面々が手がけ
た『コドモエホンブンコ』の仕事も紹介
します。未だ子どものためのイラストレ
ーションという分野が確立しておらず、
いわゆる、本画とはいく段も低く見られ
ていた時代、 ７人の個性的な画家たち
は、「童画」という子どものための美術
の世界を切り拓き、ちひろをはじめ後世
の多くの画家や子どもの本に大きな影響
を与えました。� （高津つぐみ）

●展示室４

※所蔵先の記載がない作品は、全てちひろ美術館所蔵※ １　１９２６～３１年に、丸善より刊行された童話作家協会の年刊作品集
※ ２　武井武雄「『コドモノクニ』の頃」、「月刊絵本」 ２巻 １号、１９７４年 １ 月

●２０１９年７月２０日（土）～９月３０日（月）

〈企画展〉�童画の国のパイオニアたち�―日本童画家協会の ７人―
主催：ちひろ美術館、信濃毎日新聞社
特別協賛：株式会社ジャクエツ　協賛：小野谷機工株式会社
協力：�川上壮太、城田三茶、初山斗作、深沢大岳、村山治江、イルフ童画館、株式会社婦人之友社、
　　　弥生美術館、湯沢町、株式会社金の星社

図 １　清水良雄　なはとび
「赤い鳥」１９３２年 ６ 月号
（赤い鳥社）より　１９３２年

図 ２　深沢省三　『コドモエホンブンコ　僕の乗物』
　　　（普及社）より　１９２９年　弥生美術館蔵

図 ３　武井武雄　レンズ
　　　�「キンダーブック」１９２９年１１月号（フレーベ

ル館）より　制作年不詳　イルフ童画館蔵

図 ４　川上四郎　いろりばた　１９２１年
　　　湯沢町寄託

図 ５　�村山知義　東京のまちの馬　「子供之友」
　　　１９２４年 ３ 月号（婦人之友社）より
　　　１９２４年　婦人之友社蔵

図 ６　初山滋　おむかえ　「キンダーブック」
　　　１９５２年 ３ 月号（フレーベル館）より
　　　１９５２年　個人蔵 図 ７　岡本帰一　びっくり　１９２９年頃
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●展示室３

●２０１９年７月２０日（土）～９月３０日（月）

ちひろ美術館コレクション展　世界のおはなし

ちひろ美術館では優れた子どもの本の
イラストレーションを貴重な文化財と位
置づけ、世界３４の国と地域、２０７名の画
家による２７２００点を収蔵しています。本
展では、古くから親しまれている世界各
国の物語を描いた作品を展示します。
世代を超えて語り継がれてきた民話や
昔話、２００年以上も前に誕生したアンデ
ルセンやグリムの童話をはじめとして、
今なお世界中の人々に愛されている物語
は、洋の東西を問わず多くの絵本画家た
ちを魅了してきました。同じ物語を題材
にしても、画家によって表現や技法が異
なり、個性豊かな作品が生まれています。

図 １　�ヤナ・キセロヴァー・シテコヴァー（スロヴァキア）
『おやゆびひめ』より　２００１年

スロヴァキアのヤナ・キセロヴァー・
シテコヴァーは、アンデルセンの『おや
ゆびひめ』（図 １）を、小さくて無防備
だけれど、とても勇敢な女の子と解釈し
たと語っています。いわさきちひろの描

く可憐な姿（表紙）とは対照的に、行動的
な印象を受けます。布にテンペラとイン
クで描く独特の手法で、人物や草花、虫や
動物たちを緻密に描写し、架空の物語に
不思議なリアリティーを与えています。
アンデルセン童話からはほかに、クヴ

ィエタ・パツォウスカーの『すずの兵
隊』、初山滋の『人魚姫』などを展示し
ます。
近代の創作童話の祖といわれるアンデ

ルセンに対して、１７世紀末フランスのシ
ャルル・ペローや１９世紀ドイツのグリム
兄弟は、民話や伝説などの口承文学を収
集、再編して童話にまとめました。展示
では、エリック・バトゥーの『ペローの
青ひげ』、グリム童話からはローベルト・
ブルンの『おかしの家のおとぎばなし』
のほか、「赤ずきん」「白雪姫」「シンデ
レラ」などの絵本原画を紹介します。
１２００年以上の歴史と多民族からなるロ

シアもまた、昔話や民俗芸術の豊かな伝
統があります。タチヤーナ・マーブリナ
は、消えゆく祖国の文化を守ろうと古い
教会や街並みをスケッチに残し、工芸品
や農民絵画の研究もしていました。「イ
ワン王子とはいいろ狼」（図 ２）では、
そうした成果も生かしながら、ロシアの
昔話の世界を、鮮やかな色彩とのびやか

な筆致でいきいきと描き出しています。
中国の于

ユー

大
ダー

武
ウー

は、工筆画と呼ばれる伝
統的な絵画技法を用いて、古典「三国志
演義」を絵本にしています。『十万本の
矢』（図 ３）では、霧のなか長江を進ん
でいく船団の情景を、構図や色彩にも変
化をもたせて雄大に描いています。
絵に登場する伝統的な建物や民族衣装

からは、背景にある世界の多様な文化も
見えてきます。描かれた物語を読み解き
ながら、絵本画家たちによるおはなしの
世界をお楽しみください。�（山田実穂）

５３日間にわたり松本市を中心としたエ
リアで開催された信州花フェスタ２０１９
は、全会場あわせて７０万人を超える来場
がありました。メイン会場のやまびこド
ームで開催した企画展「みて、ふれて、
つくって　いわさきちひろ・花とあそび
の庭」にも、約 ３週間の展示期間中に多
くの方が足を運んでくださいました。
ちひろの作品と花や緑がコラボレート
した企画展の目玉は、手押し車に紙製の
大きな造花が載った「はなぐるま」。作品
から飛び出してきたかのような鮮やかな
花が、来場者の目を喜ばせていました。

そのほか『窓ぎわのトットちゃん』の表
紙で知られる「こげ茶色の帽子の少女」と
お揃いの帽子や手袋を身につけたり、
「ままごと」を背景に写真が撮れるコー
ナーも、大いに賑わいました。
毎週末には、トラフ建築設計事務所が

企画設計した帽子型のテーブルで水彩技
法ワークショップを開催。実行委員会の
方々が指導役となり、作品の魅力や技法
のコツを丁寧にレクチャー。各回が満席
になるほど盛況で、「きれいな作品がで
きあがってうれしい」「家でも孫といっ
しょにやってみたい」と、水彩技法を学
ぶ楽しさにふれていただけました。

６００名以上がボランティアスタッフに
登録したという今回の花フェスタ。企画
展でも、会場案内やワークショップのサ
ポート、来場者のカメラのシャッターを
押したりと大活躍。「ちひろさんの絵が
好きだから、担当になってうれしい。ま
た美術館にも遊びに行くね」「野球チー
ムの仲間とボランティアに登録した。子
どもたちの楽しそうな笑顔が見られてよ
かった」という、みなさんのあたたかい
思いに支えられ、無事に会期を終えるこ
とができました。

スタッフは朝早くに集合し一日の流れを確認

信州の四季折々の美しい自然を愛した
ちひろ。訪れた方々に、花や緑を大切に
思う気持ちを伝えることができたのな
ら、うれしく思います。� （畔桺彩世）

図 ２　�タチヤーナ・マーブリナ（ロシア）『ロシアの昔話』
より「イワン王子とはいいろ狼」　１９５０年

図 ３　�于大武（中国）『三国志絵本　十万本の矢』より　
１９９７年

主催：ちひろ美術館、信濃毎日新聞社

特別協賛：

協賛：小野谷機工株式会社

「はなぐるま」で元気に写真撮影！

「ままごと」を背に遊ぶ子どもたち

第３６回全国都市緑化信州フェア�信州花フェスタ２０１９～北アルプスの贈りもの～�
企画展�「みて、ふれて、つくって　いわさきちひろ・花とあそびの庭」　 ５月２５日（土）～６月１６日（日）

特別協力：ちひろ美術館／企画協力：トラフ建築設計事務所／物品協賛・施工協力：株式会社ジェクエツ
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２０１９年 ３ 月２９日、安曇野ちひろ
美術館に、座面が最大１８cm上が
ることで、展示室の作品が見やす
くなる「昇降型車いす」が導入さ
れました。

操作は簡単。介助者がボタンひ
とつで座面を昇降できるので、利
用者は好みの高さで作品を鑑賞す
ることが可能になります。
導入のきっかけは、黒柳徹子館
長によるひとことでした。「車い

すの方は、絵を見るとき、低い位
置から見上げるようになるでし
ょ。作品が見やすいように、座面
が上がる車いすがあったらいいと
思うわ」。そこから調査が始ま
り、『五体不満足』の著者、乙武
洋匡さんの車いすを開発した岐阜
県の研究所や、すでに「昇降型車
いす」を導入していた出光美術館
（東京都千代田区）への聞き取り
調査を経て、八王子市にあるオー
ダーメイド車いす設計の会社に依
頼することに。設計者が、実際に
美術館に足を運び、床の仕様や段
差の有無などをひとつひとつ確
認。美術館スタッフと色やデザイ
ンの協議を重ね、ちひろ美術館の
環境にあった車いすになりまし

た。展示室のなかで作品を正面か
ら鑑賞するためには、何度か車い
すをきり返さなくてはいけません
が、昇降型の場合はバッテリーを
積んでいるため通常の車いすより
も重く、回転半径が大きくなりや
すいという欠点がありました。美
術館という環境のなかで、介助者
が押しやすく、かつ安定性を高め
るために、大きさの異なる車輪が
６輪ついた形が採用となりました。
「 ０歳から１００歳を超える方ま

で、どなたでも見学しやすい美術
館」＝ちひろ美術館。東京と安曇
野の両館に導入された「昇降型車
いす」を、たくさんの方にご利用
いただけたらうれしいです。
� （宗像仁美）

美術館
日記

５月１９日（日）
「ちひろ・花とともに生きて」展
に関連し、安曇野ちひろ公園に咲
く花々を楽しむイベント「ちひろ
の花めぐり」を開催、１７名が参
加。展示を鑑賞後、安曇野ちひろ
公園サポート隊の案内で公園を散
策。色とりどりのパンジーが咲く
大花壇では、松川村を訪れる人々
に楽しんでもらいたいとの思いで
花を育てる「花が咲いている村づ
くりの会」の活動を紹介。ボラン
ティアのみなさんの思いに耳を傾
けた。その後は、体験交流館で松川
村のお母さんたち手づくりのよも
ぎ餅とお茶のおもてなしもあり、
楽しい交流のひとときとなった。
５月２５日（土）
「ちひろが愛した安曇野・まつか
わ北アルプスパノラマウォーク」
を開催、６１名が参加。ちひろのス

ケッチポイントや馬羅尾高原の遺
跡、北アルプスの眺望が楽しめる
舟方遊歩道を巡る ８キロのコース
を美術館スタッフと村のガイドの
みなさんの案内で歩いた。

５月２９日（水）
東京ステーションギャラリー、美
術館「えき」KYOTO、福岡アジ
ア美術館の ３館で開催した「生誕
１００年いわさきちひろ、絵描きで
す」展が ５月２６日に福岡で終了。
作品が無事、安曇野ちひろ美術館
の収蔵庫に戻ってきた。
６月１日（土）
安曇野の花屋 hanaizumi の木下
いずみさんを講師に「ワークショ

ップ　花をたのしむ」を開催。日
々の暮らしのなかに気軽に花を取
り入れる方法や、器と花の組み合
わせなど、花を活ける際のポイン
トを教わった。各自持参した器や
瓶に、１０種類の初夏の草花を思い
思いに活けて楽しんだ。
６月９日（日）
コレクション展「列車でいこ
う！」に関連し、「鉄道好き集ま
れ！鉄道博物館の方に聞いてみよ
う」を開催、３８名が参加した。鉄
道博物館学芸部の猿山彰さんを招
き、絵本画家が描いた電車の作品
のスライドを見ながら、約 １時間
のレクチャー。機関車の歴史や名
前の由来、レールの長さや切符の
大きさなど、専門家ならではの話
を伺う。鉄道博物館オリジナル切
符がプレゼントされ、子どもたち
は大喜び。

４月２日（火）
ちひろと名付けた娘を連れて、よ
うやく美術館に来られました。 ５
才になった娘のちひろも、絵本を
読んで育ちました。今日はその原
画と対面できて感激です。 ４月の
大雪ですが、これもまた素敵な思
い出になりそうです。
� （千尋・悠太 family）
４月２２日（月）
東京から友人と二人で見に伺いま
した。入口に飾られた１１枚のねこ
の絵にすっかり魅せられてしまい
ました。ねこを見つめるまなざし
のやさしさと、ねこも人と対等に
見ていることを感じました。愛し
てやまないねこの絵を見て　ねこ
を抱いてなでたいなと思いまし
た。すばらしい作品でした。安さ
んの絵本をぜひ読みたいです。子

どもの幸せを願う童画運動の旗手
として活動されてこられた方と知
り、一層心打たれました。
� （藤田）
４月２７日（土）
「スイッチョねこ」の絵が安泰さ
んの絵と知らずに読んでいまし
た。猫への愛にあふれていていや
されました。
４月２８日（日）
すごく自由な空かんで、すてきな
お庭もあり、すごくよかったで
す。トットちゃんが、ますます大
好きになりました。私も、こんな
学校に通いたいなぁ……。
５月１１日（土）
母が生前、大好きだったちひろの
絵。やっと心の整理がつき、訪れ
ることができました。ちひろの絵
を見ると、大好きだった母を想い

出し、涙がにじんできました。も
っと親孝行できただろうな……あ
りがとう。お母さん。ずっと大好
きだよ。
５月１７日（金）
展示室内の作品を鑑賞しまして、
元気をもらい、モティベーション
もあがりました。
� （タイ／イラストレーター）
６月１５日（土）
「やさしい」「きれい」とだけ考
えてきたちひろの絵がじつはこん
なに強いものとは。ベトナム戦争
を思って描いた「戦火のなかの子
どもたち」のシクラメンのなかの
子らの顔、そういう意味があった
のかと驚きました。ちひろの絵本
をもういちど、ゆっくり開きたい
です。
� （Na）



●８月８日（木）ちひろ忌
８ 月 ８ 日は、いわさきちひろがこの世を去って、４５回目の命日。この
日は特別にどなたでも無料でご入館いただけます。ちひろを偲び、彼
女が生涯願い続けた世界中の子どもたちの平和と幸せを、ご来館のみ
なさまとわかちあう一日とします。
広島で被爆した子どもたちがつづった詩や作文に、ちひろが絵を描い
た『わたしがちいさかったときに』（童心社）の朗読会も行います。

●８月２４日（土）夜のミュージアム　２１時まで開館延長
夕暮れどきからライトアップされた幻想的な夜の美術館で、ゆったり
とした時間をお楽しみください。
○浴衣でご来館の方には、カフェにて １ ドリンクサービス
○安曇野ちひろ公園にて「肝試し」があります
○すずむしの音色を楽しもう　主催：松川村観光協会
　安曇野ちひろ公園で鈴虫捕りが行われます（参加無料・雨天中止）。

〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp
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毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp
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女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
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ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）
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お盆期間（ ８ /１０～ ８ /１８）は１８時まで開館延長します。
●開館情報　８月は休まず開館します

●次回展示予定 ２０１9年１０月４日（金）～１２月１５日（日）
〈展示室１・２〉ちひろ・ていねいなくらし

〈展示室２〉ちひろの人生

各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。TEL.０２6１―6２―０７７２
詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。chihiro.jp

安曇野ちひろ美術館　イベント予定

●中学生ボランティアと楽しむ　夏休みワークショップ
○ちひろの水彩技法体験～にじみの缶バッジづくり～
日程： ８ 月 １ 日（木）～ ８ 月１6日（金）
参加費：２００円（入館料別）　定員： １ 日 6 回 各回１５名
申し込み：要事前予約（当日館内にて受付）
○美術館ガイドツアー
日程： ８ 月１０日（土）～ ８ 月１6日（金）
参加費：無料（入館料のみ）　定員：１５名
申し込み：要事前予約（当日館内にて受付）
○絵本の読み聞かせ
日程： ８ 月 6 日（火）～ ８ 月 ９ 日（金）
参加費：無料（入館料のみ）　　申し込み：不要（参加自由）

〈展示関連イベント〉

●9月7日（土）紙芝居で楽しむ　おはなしの会
ちひろの描いた紙芝居や、その他のおはなしを、絵本とはまたひとつ
異なるかたちでお楽しみいただきます。
時間：１１：００～１１：３０　申し込み：不要（参加自由）

●9月１６日（月・祝）童画家・武井武雄の刊本作品の世界
武井が、物語づくりから装丁、素材、印刷方法まですべてをプロデュ
ースした刊本作品についての解説とともに、童画、創作版画、玩具の
収集や創作等、多岐に渡る武井武雄の世界を紹介します。
時間：１４：００～１５：００
講師：イルフ童画館・学芸員　河西見佳
参加費：無料（入館料のみ）　定員：２０名
申し込み：要事前予約（HP・TEL にて ８ /１6より受付開始）

毎月第 ２ ・ ４ 土曜日１１：００～
（参加自由、入館料のみ）

●おはなしの会
毎月第 ２・４ 土曜日１４：００～ちひろ展、
１４：３０～企画展（参加自由、入館料のみ）

●ギャラリートーク

●9月１６日（月・祝）敬老の日 6５歳以上の方は、入館無料です。

●８月４日（日）朝のおはなしの会
時間： ９ ：３０～１０：００
参加費：無料（入館料のみ）　申し込み：不要（参加自由）

絵本画家として活躍しな
がら一家の主婦として家
庭を支えたちひろ。忙し
いなかにも、おしゃれを
楽しみ、食事にも手をか
け、家族と過ごす居心地
のよい住まいをしつらえ
ました。ちひろの作品や
その生き方を通して、て

いねいなくらしとはなにかを、現代社会にあらためて見
つめ直します。

いわさきちひろ　そうじをする子ども　
１９５６年

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション展  国交１００周年  ポーランドとフィンランドの絵本     〈展示室５〉絵本の歴史

●9月８日（日）鈴木まもるワークショップ
   「鳥の巣をつくろう」
絵本画家で鳥の巣研究家でもある鈴木まもる。本物
の鳥の巣を見ながら、おはなしをしていただきます。
その後、干し草や手芸用品などを使って、世界にひ
とつしかないオリジナルの鳥の巣をつくります。
共催：松川村図書館
時間： ９ ：３０～１１：３０
参加費：１０００円（入館料別）
定員：２０名　対象： ５ 歳以上　親子参加も可能
申し込み：要事前予約（HP・TEL にて ７ / １ より受付開始）

鈴木まもる

企画・編集：ちひろ美術館　発行：求龍堂
価格：２,５００円（税抜き）

〈新刊紹介〉
いわさきちひろ生誕１００年記念「Life 展」記録集   

『ちひろノート、Life』

〈展示室４〉〈企画展〉瀬川康男展
森羅万象のいのちの根源を描き出
した画家・瀬川康男（１９３２～２０１０）。
古今東西の美術を取り込み、卓越
した技法で作品を描いた画家は、
１９７７年以降、植物の写生に没頭し
ます。自然が生み出す形に真摯に
向き合ったことを機に、その表現
は、線や点の濃密な集合体による
独特な世界を生み出していきまし

た。絵本原画やタブローのほか、植物スケッチ、絵本制作の資料など
を展示し、画家が追求した表現とその源泉をさぐります。

瀬川康男『清盛　絵巻平家物語（五）』
（ほるぷ出版）より　１９８７年

主催：ちひろ美術館、信濃毎日新聞社
特別協賛：株式会社ジャクエツ
協賛：小野谷機工株式会社


